
















一方、晩婚化・晩産化が進み、2010 年には２）、女性の第 1 子出産時の平均年齢は 29.9 歳、





















































対象に、運動を提供するイベントとして 2013 年 5 月より活動を開始した。開催は大体月
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母親の身体的サポートについての検討◎本永直子









象に、筆者自身が行う母親支援サークル活動の一つとして、2013 年 5 月より活動を開始し


























20代 30代 40代 計
母親 4人 23人 7人 34人
1  歳 2  歳 3  歳 計































中学校において部活・サークル活動等に参加していた者は 28 人、高校では 16 人、卒業
後では 20 人であった（表 3）。
また、中学から高校卒業後を通して、一度も部活動やサークル活動等に参加していない
人数は 3 人、継続して参加していた人数は、13 人であった。
種目の内訳は、中学校ではバレーボールが 8 人と最も多く、次に軟式・硬式テニス、卓
球の順で、バスケットボールやハンドボール、ソフトテニスなど、球技が多かった。









有 28人 16人 20人
無 6人 18人 14人













































「いいえ」1 人、無回答 0 人であった。
「運動の必要性を感じますか」（質問 4）の問いに対して、「はい」33 人、「いいえ」1 人、
無回答 0 人であった。
「産後、運動する機会はありますか」（質問 5）の問いに対して、「はい」5 人、「いいえ」
29 人、「無回答」0 人であった（表 5）。
ここで「いいえ」と答えた 29 人に対し「運動の機会があれば運動したいと思いますか」






は　い いいえ 無回答 合　計
質問3. 最近、運動不足だと感じることはありますか 33人 1人 0人 34人
質問4. 運動の必要性を感じますか 33人 1人 0人 34人
質問5. 産後、運動する機会はありますか 5人 29人 0人 34人
表5　母親の運動の現状
は　い いいえ 無回答 合　計





















































また、質問 5 において「はい」と回答した 5 人に対し、運動内容の詳細を質問したとこ
ろ、「ヨガ」2 人、「ハワイアンフラ」1 人、「バレエ」1 人、「産後エアロビクス」1 人であ
った。
「その間、お子さんはどのようにされていますか」の問いに対して、親子での参加が 4 人
であり、母親１人での参加は 1 人であった。預け先は「親族」であった（表 8）。
3．親子ヨガ参加前の心身の状態
「身体のコリ、痛みなどの不調や違和感はありますか」（質問 7）の問いに対して、「はい」


































は　い いいえ 無回答 合　計
質問7. 身体のコリ、痛みなどの不調や違和感はありますか 26人 8人 0人 34人






























































質問 7 と 8 の両方に対して「はい」22 人、両方の質問に対して「いいえ」6 人であった。
4．親子ヨガ参加後の心身の状態
質問 3 で「はい」と答えた 33 人に対し、「運動不足解消になりましたか」（質問 9）と質
問したところ、「解消された」30 人、「変化なし」3 人、「悪化した」0 人であった（表 12）。
質問 7 で「はい」と答えた 26 人に対し、「身体のコリ、痛みなどの不調や違和感に変化
はありましたか」（質問 10）と質問したところ、「解消された」11 人、「変化なし」15 人、
「悪化した」0 人であった（表 13）。
質問 8 で「はい」と答えた 24 人に対し、「精神的なイライラや疲れによるストレスに変











解消された 変化なし 悪化した 無回答 合　計
質問9. 運動不足解消になりましたか 30人 3人 0人 0人 33人
表12　活動終了後の状態
解消された 変化なし 悪化した 無回答 合　計
質問10. 身体のコリ、痛みなどの不調や違和感に 11人 15人 0人 0人 26人
変化はありましたか
表13　活動終了後の身体の状態
解消された 変化なし 悪化した 無回答 合　計
質問11. 精神的なイライラや疲れなどストレスに 21人 3人 0人 0人 24人
変化はありましたか
表14　活動終了後の心の状態
は　い いいえ 無回答 合　計













































































消された」は 33 人中 30 人、「身体のコリ、痛みなどの不調や違和感に変化はありました
か」という質問に対して「解消された」は 26 人中 11 人、「精神的なイライラや疲れなどス
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